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GIKAI-STYLE
個人質問

28人の議員が行った質問の中から、いくつかを取り上げて要旨を掲載

全員の個人質問は市議会ホームページのインターネット議会中継で配信しています。個人質問

移住・定住促進で
人口減少対策を
■問　本市の周辺地域の人口は減
少しているが、移住・定住に対
する現在の取り組み状況はどの
ようになっているのか。
■答　東京と大阪などで移住相談
会をはじめとする各種事業を進
めており、平成29年度からは、
１泊２日の移住下見ツアーを他
市町と合同で開催している。１
回目の赤磐市と和気町、２回目
の備前市と瀬戸内市に続き、
10月には「山のある生活」を
コンセプトに、吉備中央町と本
市北区の御津・建部・津高地区
を回る予定にしている。
　また、移住希望者向けのフリ
ーペーパーで、28年度は市街
地中心部を取り上げたが、29
年度は北区の御津・建部・一
宮・津高・高松・足守地区を特
集し、30年度以降も順次、他
の区の紹介をしていく予定。

逆転の発想で岡山城を生かす
■問　さまざまな取り組みや情報
発信で岡山城の入場者が増えて
いる。近年のイベントは、斬新
で面白いと感じているが、市長
の考える岡山城の生かし方は。

■答　再建された天守閣等は文化
財ではないため、自由に活用で
きるという逆転の発想から、新
たな実証実験に取り組んでいる。
　宇喜多秀家公の人物像にスポ
ットを当てるとともに、岡山後
楽園と一体となった活用や、飲
食の提供も含めて、市民・県民
が自ら主体的に楽しめる場であ
ってもよいのではないかという
考えのもと、具体的な活用方法
の準備を進めている。

直接顔の見える国際交流を
■問　ＥＳＤは本市が世界に発信
をしていく大きなテーマだが、
どのような取り組みをしている
のか。また、直接的な発信や国
際交流を積み上げていくことの
意味や効果は。
■答　優良事例を顕彰するＥＳＤ
岡山アワード事業グローバル賞
は海外の事業も対象にしている。
平成29年度は44件の応募のう
ち、43件が海外の事業で、授
賞式には受賞者を招き、発表と
ともに岡山のＥＳＤ活動団体と
交流も行う。
　また、本市職員もユネスコな
どの国際会議に出席した際は、

さまざまな国の参加者と直接交
流を行っている。
　直接顔を合わせることで、よ
り深い相互理解につながり、円
滑な交流、発展に資すると考え
ており、今後もこのような取り
組みを続けていきたい。

岡フィルの首席※１コンサート
マスターと首席奏者を固定化
■問　都市格を向上させるために
も、今後展開される文化芸術基
本法においても、その都市のオ
ーケストラの果たす役割はます
ます大きくなると思うが、支援
をどう考えるか。
■答　岡山シンフォニーホールを
拠点に活動する岡山フィルハー
モニック管弦楽団では、演奏者
が毎回変わるため、楽団として
の音色が作りにくい状況だった。
そこで、平成29年度の予算措
置により、首席コンサートマス
ターと各パートの首席奏者を固
定化し、一体感を持って演奏で
きる体制づくりを進めている。
　今後、県や経済界とも連携し
ながら、着実な支援を実行して
いければと考えている。

ＥＳＤ岡山アワード受賞式の様子ＥＳＤ岡山アワード受賞式の様子

暮らし・文化
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OKAYAMA CITY COUNCIL
常任委員会審査から

 総務委員会

 経済委員会

 建設委員会

 市民文教委員会

 保健福祉委員会

 環境消防水道委員会

審査等の過程で特に議論となった点について、
委員長報告の要旨を掲載常 任委員会審査から 全文は市議会ホームページに掲載しています。

　平成29年度岡山市一般会計
補正予算（第２号）ほか２件の議
案が付託され、賛成多数または
全会一致で原案のとおり可決並
びに同意すべきものと決定した。

■旧市民病院本館等解体後の跡
地活用を検討
委員●解体後の跡地利用はどう
するのか。
市●地元からの意見や要望に加
えて、新しい文化芸術施設の整
備など、今後の周辺環境の実態
を踏まえながら、有効利用の方
法や事業手法の検討を進めてい
きたい。
委員●病院の跡地なので医療福
祉関係なのか、新しい文化芸術
施設が近くにできることに重き
を置くのか、どういったコンセ
プトなのかがはっきりしない。
財政局、市民生活局など関係部
局としっかり議論して進めてい
く必要があるのではないか。
市●中心部のまとまった土地な
ので、活用については、全庁で
連携して進めていけるように検
討していきたい。

■環境影響評価の手続き等を定
めた条例の制定へ向けて
－岡山市環境影響評価条例は、
環境影響評価の手続き等を本市
独自で定めるもので、平成30年
２月議会での制定を目指す－
委員●足守地区の約180ヘクタ

ールの土地へ太陽光パネルを設
置する事業が計画されているが、
環境影響評価の対象となり、規
制がかかるようになるのか。
市●現時点では市の条例がなく、
県条例でも太陽光パネルを環境
影響評価の対象としていない。
　条例の策定にあたり、パブリ
ックコメント等の意見を聞きな
がら基準を定めていけば、一定
規模以上の太陽光パネルの設置
についても環境影響評価の対象
にすることが可能となると思う
が、条例とは別に、ガイドライ
ン等で一定の整理ができないか
についても検討していきたい。

■国際観光シンポジウム開催事業
－観光庁や国連世界観光機関等
と連携し、岡山コンベンション
センターや岡山城などを会場に、
「持続可能な観光国際年」記念
シンポジウムを開催する－
委員●今回なぜ予算を８月に計
上し、10月には開催というタ
イトな日程になっているのか。
市●平成29年５月に本市での
開催が決まったが、他の自治体
での開催や観光庁が実施するシ
ンポジウムとの調整に時間を要
し、７月にようやく開催概要に
ついて観光庁との協議が整った。

■北長瀬みずほ住座（市営住
宅）再生事業の事業契約の締結
－総合評価一般競争入札により
落札した事業者から市営住宅の
併設施設として提案された認可

外保育園について－
委員●入札審査などの手続きに
問題があったとは思わないが、
これまで保育園整備は「岡山市
子ども・子育て支援事業計画」
に沿って、エリアを決めて市が
認可保育園を公募してきた。今
回、併設施設として認可外保育
施設を条件の一つとして公募し
たことに違和感がある。
市●今回の案件については、配
慮が足りなかった。今後は市の
大きな流れを考慮して進めたい。
委員●平成31年度末での待機
児童解消に向けて民間の協力は
必要だ。保育園長会など関係者
に丁寧に説明し、理解を得る努
力をすべきだ。
市●民間の協力は欠かせないと
思っている。今回の指摘を重く
受け止めている。
委員●局を超えた横の連携がし
っかりしないからこのような事
態になったのではないか。
市●混乱を招いたことを陳謝す
る。今後は全庁的に関係部局が
連携を図り、さまざまな事業を
推進していく。

■新斎場整備事業は
地元への配慮を
　新斎場整備事業の審査にあた
って、一番近隣の住民から了承
が得られないまま債務負担行為
を追加することは時期尚早では
ないか。候補地の選定方法、議
会での議論の過程について疑義
がある。近隣住民の対立が残っ
たまま事業を進めるのはいかが
なものか、などの意見があった。

岡山シンフォニーホールを拠点に活動する
岡山フィルハーモニック管弦楽団

岡山シンフォニーホールを拠点に活動する
岡山フィルハーモニック管弦楽団

Life　　　
Culture

Life　　　
Culture

用語解説 ※１【コンサートマスター】
オーケストラの演奏をとりまとめる職を与えられた人をいい、一般には第１ヴァイオリンの首席奏者が担う。女性奏者の場合はコンサートミ
ストレスという。演奏全体を取り仕切るのは指揮者だが、細かいニュアンスの指示を出すなど、指揮者の指示を補う。楽団によっては複数の
コンサートマスターが置かれる場合もある
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問屋町エリアで
シェアリング実験
■問　超小型モビリティは、抜本
的な省エネが図られ、大気汚染
物質の排出もなく、環境負荷の
低減も期待できると聞いている。
平成29年度の導入可能性の検
討状況は。
■答　日常の移動手段としての可
能性を探るため、29年５月か
ら地域モニター実験を実施して
いるが、中心部で公共交通との
連携効果を探るシェアリング実
験も行うことにしている。
　シェアリング実験は、公共交
通の不便な問屋町エリアと、中
心部の駅やバスターミナル付近
にステーションを設置し、有料
で乗り捨て可能。10月初旬か
ら３カ月程度行うべく準備して
いる。
　今後、利用者のアンケート結
果を分析し、岡山大学、交通事
業者、本市等で構成した協議会
の意見も踏まえ、超小型モビリ
ティの有効性を探っていきたい。

デマンド型乗合タクシー
他の地域でも導入を検討
■問　灘崎の迫川地区で試験運行
しているデマンド型乗合タクシ

ーには課題があると思うが、ど
んな将来像を思い描いているの
か。また、他の地域での導入も
検討されているが、進捗状況は。
■答　事前予約が必要なため、
「予約手順を覚えるのが大変」
「予約が面倒」といった声があ
るものの、自宅や目的地付近で
の乗降が可能で、また、需要に
応じた運行で経費が最小限とな
り、赤字が抑制される。このた
め、まとまった交通需要のない
地域で移動手段を確保するには、
有効な手法の一つと考えている。
　現在、迫川地区の他に、千種
地区、馬屋上・野谷地区、牧山
地区で地元検討組織が設置され、
ニーズ調査を実施し、運行計画
の検討に着手している。

ＬＲＴ化の効果を
より多くの市民に
■問　コンパクトでネットワーク
化された都市づくりに向け、吉
備線ＬＲＴ化が果たす役割や効
果は。また、沿線住民だけでな
く、より多くの市民に整備効果
を届ける施策を考えているのか。
■答　運行回数の増加、新駅の設
置、バリアフリー化、公共交通
の機能強化で、沿線地域への居
住や施設の集約に一定の効果が
見込まれると考える。
　コンパクトでネットワーク化
された都市づくりの実現には、
ＬＲＴ化で一宮・高松方面の連
携軸を強化するとともに、駅へ
のアクセス道路の整備や新駅の
設置で、生活交通や路線バスで
駅と周辺の集落をつなげ、広く
周辺地域まで受益を得られるよ
うにするなど、面的な取り組み
を検討する必要がある。

マンホールの液状化対策を
順次実施
■問　全国でゲリラ豪雨が発生し、
浸水被害をもたらしている。下
水道管きょの長寿命化・耐震化
事業で、マンホールの液状化対
策は進んでいるのか。
■答　地震による地盤の液状化で、
マンホールが道路面から浮上や
沈下した場合、汚水・雨水排出
の支障となる。また、交通の障
害となって避難や救助活動に悪
影響をもたらすことから、マン
ホールの耐震化・液状化対策は
重要である。
　平成37年度までに重要な汚
水幹線の耐震調査を44キロメ
ートル実施予定で、幹線管きょ
は緊急度の高い順に、耐震補強
工事などと合わせて液状化対策
を行う。

大規模災害時でも早急にトイレ
が使用できるように配備
■問　避難所の備蓄品に組み立て
式トイレがないのはなぜか。衛
生面を考えると備蓄品のリスト
に入れるべきではないか。
■答　平成25年に策定した岡山市
備蓄計画に基づき、避難生活に
必要な食料品や生活必需品など
を備蓄しており、組み立て式ト
イレは、岡山ドームや各区役所
などに配備し、必要な避難所へ
運搬、配布することにしている。
　現在、岡山市備蓄計画を見直
しており、組み立て式トイレに
ついても必要に応じて機能や数
量を検討し、配備していきたい。

GIKAI-STYLE
個人質問

OKAYAMA CITY COUNCIL
個人質問

まちづくり・防災 Community Planning
Disaster Prevention

Community Planning
Disaster Prevention

シェアリング実験のチラシシェアリング実験のチラシ

組み立て式トイレ（右上は完成形と凝固剤）組み立て式トイレ（右上は完成形と凝固剤）

保育園で園児に英語を教える登録高齢者保育園で園児に英語を教える登録高齢者

放課後児童クラブ運営が
標準基準に達するよう支援
■問　地域によって保護者負担、
開所時間、保育内容がばらばら
で、子育て支援などの点からも
問題がある。運営の平準化に向
けた進捗状況は。
■答　「運営委員会方式による放
課後児童クラブの標準基準」を
平成28年度に改正し、各クラ
ブの運営を標準基準に近づけて
いくことを目標としている。
　その結果、28年度と29年度
を比べると、６年生までの受け
入れは、38クラブから51クラ
ブに、保護者から利用希望があ
る場合の午後７時までの開所は、
31クラブから37クラブになる
など、目標に向けた取り組みが
徐々に進んでいる。今後も、各
クラブの実情を考慮しながら、
それぞれの運営が標準基準に到
達するよう支援していきたい。

子ども医療費助成制度はバラン
スのとれた現行制度を続行
■問　小学生の通院に自己負担が
必要なのは岡山県では本市のみ
だが、子ども医療費助成が県下
最低であることをどう認識して
いるのか。
■答　子育て家庭への支援等の観
点から、平成28年４月より小
学生の通院の自己負担を３割か
ら１割に軽減している。１割負
担を残すことにより、いわゆる
※２コンビニ受診の抑制に一定
の効果があり、保護者や医療現
場の負担軽減の面からも、バラ
ンスが取れている状態と考えて
いる。
　また、自己負担額無しとして
いた政令市などで自己負担を求

める動きがあり、当面は今の制
度を続けていきたい。

未来を担う子どもたちに
お金の教育を
■問　お金は生活していく上で極
めて重要で、小・中学生の頃か
ら使い方などを正しく理解する
必要がある。金融や経済の教育
を一層充実させる必要があるの
ではないか。
■答　子どもたちが将来、望まし
い消費者や納税者になるために、
金融機関の役割や為替相場、財
政の仕組みや税金の種類など、
経済の基本的事項を中学校の社
会科等で学習している。また、
税務署などの出前授業も行って
いる。
　今後も専門家や民間企業など
の支援を受けながら、学習の充
実を図っていきたい。

 ※３就労継続支援Ａ型事業所に
経営アドバイスを
■問　就労継続支援Ａ型事業所の
中には、経営ノウハウや販路の
開拓が十分でなく、身近な相談
先もない事業所が多いと聞いて
いる。市として経営アドバイス
を行う体制が必要ではないか。
■答　本市では平成28年度から、
※３就労継続支援Ｂ型事業所の
中で、工賃水準の低い事業所を
対象に、中小企業の経営相談支
援機関を活用し、経営改善など
を支援する事業を開始している。
　今後、この事業の対象にＡ型
事業所を加えることができるか
など、事業所の経営安定に向け、

できることを検討していきたい。

バリアフリー基本構想の
策定を検討
■問　バリアフリー化のための方
針や事業などを盛り込んだ「バ
リアフリー基本構想」を策定し
ていない政令市は本市のみだが、
他の条例や計画で代替可能と考
えているのか。今後、基本構想
を策定する計画はあるのか。
■答　バリアフリーについては、
現在策定中の新たな総合交通計
画の中で、しっかりと位置付け
ていくとともに、バリアフリー
基本構想の策定も、前向きに検
討していきたい。

高齢者の経験と知識を生かした
社会参加や地域貢献の促進
■問　超高齢社会を迎えることか
ら、「高齢者にやさしい都市」
にならなければならない。平成
27年９月に開所した「生涯現
役応援センター」の活動の効果
と課題は。
■答　センターの開所から29年７
月までの登録者数は210人で、
活動先も高齢者施設や子育て関
係施設を中心に128件の登録が
ある。実際の活動に結びついた
件数は308件で、多くの好事例
が生まれている。
　今後は、登録高齢者のさらな
る拡大とともに、地域や社会と
のつながりを一層創出するため、
より幅広い分野での活動先を確
保していく必要があると考える。

子育て・福祉 Child Care　
Welfare

Child Care　
Welfare

用語解説 ※２【コンビニ受診】
医療機関の休日や夜間の救急外来に、緊急性のない軽症患者が受診することといわれている

用語解説 ※３【就労継続支援Ａ型事業所・Ｂ型事業所】
企業等に雇用されることが困難な方を対象に、障害者総合支援法に基づき就労の機会を提供するとともに、作業等を行うことにより、就労に
必要な知識や能力の向上のために必要な訓練や支援を行うサービス。A型事業所は雇用契約を結び、働きながら就労のための訓練や支援を行
う。B型事業所は雇用契約を結ばずに、働きながら就労のための訓練や支援を行う
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問屋町エリアで
シェアリング実験
■問　超小型モビリティは、抜本
的な省エネが図られ、大気汚染
物質の排出もなく、環境負荷の
低減も期待できると聞いている。
平成29年度の導入可能性の検
討状況は。
■答　日常の移動手段としての可
能性を探るため、29年５月か
ら地域モニター実験を実施して
いるが、中心部で公共交通との
連携効果を探るシェアリング実
験も行うことにしている。
　シェアリング実験は、公共交
通の不便な問屋町エリアと、中
心部の駅やバスターミナル付近
にステーションを設置し、有料
で乗り捨て可能。10月初旬か
ら３カ月程度行うべく準備して
いる。
　今後、利用者のアンケート結
果を分析し、岡山大学、交通事
業者、本市等で構成した協議会
の意見も踏まえ、超小型モビリ
ティの有効性を探っていきたい。

デマンド型乗合タクシー
他の地域でも導入を検討
■問　灘崎の迫川地区で試験運行
しているデマンド型乗合タクシ

ーには課題があると思うが、ど
んな将来像を思い描いているの
か。また、他の地域での導入も
検討されているが、進捗状況は。
■答　事前予約が必要なため、
「予約手順を覚えるのが大変」
「予約が面倒」といった声があ
るものの、自宅や目的地付近で
の乗降が可能で、また、需要に
応じた運行で経費が最小限とな
り、赤字が抑制される。このた
め、まとまった交通需要のない
地域で移動手段を確保するには、
有効な手法の一つと考えている。
　現在、迫川地区の他に、千種
地区、馬屋上・野谷地区、牧山
地区で地元検討組織が設置され、
ニーズ調査を実施し、運行計画
の検討に着手している。

ＬＲＴ化の効果を
より多くの市民に
■問　コンパクトでネットワーク
化された都市づくりに向け、吉
備線ＬＲＴ化が果たす役割や効
果は。また、沿線住民だけでな
く、より多くの市民に整備効果
を届ける施策を考えているのか。
■答　運行回数の増加、新駅の設
置、バリアフリー化、公共交通
の機能強化で、沿線地域への居
住や施設の集約に一定の効果が
見込まれると考える。
　コンパクトでネットワーク化
された都市づくりの実現には、
ＬＲＴ化で一宮・高松方面の連
携軸を強化するとともに、駅へ
のアクセス道路の整備や新駅の
設置で、生活交通や路線バスで
駅と周辺の集落をつなげ、広く
周辺地域まで受益を得られるよ
うにするなど、面的な取り組み
を検討する必要がある。

マンホールの液状化対策を
順次実施
■問　全国でゲリラ豪雨が発生し、
浸水被害をもたらしている。下
水道管きょの長寿命化・耐震化
事業で、マンホールの液状化対
策は進んでいるのか。
■答　地震による地盤の液状化で、
マンホールが道路面から浮上や
沈下した場合、汚水・雨水排出
の支障となる。また、交通の障
害となって避難や救助活動に悪
影響をもたらすことから、マン
ホールの耐震化・液状化対策は
重要である。
　平成37年度までに重要な汚
水幹線の耐震調査を44キロメ
ートル実施予定で、幹線管きょ
は緊急度の高い順に、耐震補強
工事などと合わせて液状化対策
を行う。

大規模災害時でも早急にトイレ
が使用できるように配備
■問　避難所の備蓄品に組み立て
式トイレがないのはなぜか。衛
生面を考えると備蓄品のリスト
に入れるべきではないか。
■答　平成25年に策定した岡山市
備蓄計画に基づき、避難生活に
必要な食料品や生活必需品など
を備蓄しており、組み立て式ト
イレは、岡山ドームや各区役所
などに配備し、必要な避難所へ
運搬、配布することにしている。
　現在、岡山市備蓄計画を見直
しており、組み立て式トイレに
ついても必要に応じて機能や数
量を検討し、配備していきたい。

GIKAI-STYLE
個人質問

OKAYAMA CITY COUNCIL
個人質問

まちづくり・防災 Community Planning
Disaster Prevention

Community Planning
Disaster Prevention

シェアリング実験のチラシシェアリング実験のチラシ

組み立て式トイレ（右上は完成形と凝固剤）組み立て式トイレ（右上は完成形と凝固剤）

保育園で園児に英語を教える登録高齢者保育園で園児に英語を教える登録高齢者

放課後児童クラブ運営が
標準基準に達するよう支援
■問　地域によって保護者負担、
開所時間、保育内容がばらばら
で、子育て支援などの点からも
問題がある。運営の平準化に向
けた進捗状況は。
■答　「運営委員会方式による放
課後児童クラブの標準基準」を
平成28年度に改正し、各クラ
ブの運営を標準基準に近づけて
いくことを目標としている。
　その結果、28年度と29年度
を比べると、６年生までの受け
入れは、38クラブから51クラ
ブに、保護者から利用希望があ
る場合の午後７時までの開所は、
31クラブから37クラブになる
など、目標に向けた取り組みが
徐々に進んでいる。今後も、各
クラブの実情を考慮しながら、
それぞれの運営が標準基準に到
達するよう支援していきたい。

子ども医療費助成制度はバラン
スのとれた現行制度を続行
■問　小学生の通院に自己負担が
必要なのは岡山県では本市のみ
だが、子ども医療費助成が県下
最低であることをどう認識して
いるのか。
■答　子育て家庭への支援等の観
点から、平成28年４月より小
学生の通院の自己負担を３割か
ら１割に軽減している。１割負
担を残すことにより、いわゆる
※２コンビニ受診の抑制に一定
の効果があり、保護者や医療現
場の負担軽減の面からも、バラ
ンスが取れている状態と考えて
いる。
　また、自己負担額無しとして
いた政令市などで自己負担を求

める動きがあり、当面は今の制
度を続けていきたい。

未来を担う子どもたちに
お金の教育を
■問　お金は生活していく上で極
めて重要で、小・中学生の頃か
ら使い方などを正しく理解する
必要がある。金融や経済の教育
を一層充実させる必要があるの
ではないか。
■答　子どもたちが将来、望まし
い消費者や納税者になるために、
金融機関の役割や為替相場、財
政の仕組みや税金の種類など、
経済の基本的事項を中学校の社
会科等で学習している。また、
税務署などの出前授業も行って
いる。
　今後も専門家や民間企業など
の支援を受けながら、学習の充
実を図っていきたい。

 ※３就労継続支援Ａ型事業所に
経営アドバイスを
■問　就労継続支援Ａ型事業所の
中には、経営ノウハウや販路の
開拓が十分でなく、身近な相談
先もない事業所が多いと聞いて
いる。市として経営アドバイス
を行う体制が必要ではないか。
■答　本市では平成28年度から、
※３就労継続支援Ｂ型事業所の
中で、工賃水準の低い事業所を
対象に、中小企業の経営相談支
援機関を活用し、経営改善など
を支援する事業を開始している。
　今後、この事業の対象にＡ型
事業所を加えることができるか
など、事業所の経営安定に向け、

できることを検討していきたい。

バリアフリー基本構想の
策定を検討
■問　バリアフリー化のための方
針や事業などを盛り込んだ「バ
リアフリー基本構想」を策定し
ていない政令市は本市のみだが、
他の条例や計画で代替可能と考
えているのか。今後、基本構想
を策定する計画はあるのか。
■答　バリアフリーについては、
現在策定中の新たな総合交通計
画の中で、しっかりと位置付け
ていくとともに、バリアフリー
基本構想の策定も、前向きに検
討していきたい。

高齢者の経験と知識を生かした
社会参加や地域貢献の促進
■問　超高齢社会を迎えることか
ら、「高齢者にやさしい都市」
にならなければならない。平成
27年９月に開所した「生涯現
役応援センター」の活動の効果
と課題は。
■答　センターの開所から29年７
月までの登録者数は210人で、
活動先も高齢者施設や子育て関
係施設を中心に128件の登録が
ある。実際の活動に結びついた
件数は308件で、多くの好事例
が生まれている。
　今後は、登録高齢者のさらな
る拡大とともに、地域や社会と
のつながりを一層創出するため、
より幅広い分野での活動先を確
保していく必要があると考える。

子育て・福祉 Child Care　
Welfare

Child Care　
Welfare

用語解説 ※２【コンビニ受診】
医療機関の休日や夜間の救急外来に、緊急性のない軽症患者が受診することといわれている

用語解説 ※３【就労継続支援Ａ型事業所・Ｂ型事業所】
企業等に雇用されることが困難な方を対象に、障害者総合支援法に基づき就労の機会を提供するとともに、作業等を行うことにより、就労に
必要な知識や能力の向上のために必要な訓練や支援を行うサービス。A型事業所は雇用契約を結び、働きながら就労のための訓練や支援を行
う。B型事業所は雇用契約を結ばずに、働きながら就労のための訓練や支援を行う
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